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－ 令和 ４年 １月分 － 

 

飯田商工会議所 中小企業相談所 

［ 調査概要 ］ 

 

１ 調査対象期間  令和３年１０月～令和３年１２月 

 

２ 調査対象企業数（H２７～） 

       ・卸・小売業     １６   

       ・建設業       １６  

       ・製造業       ３６ （うち伝統産業 ２０）  

       ・宿泊・飲食業   １６   

       ・サービス業    １６   

           計     １００ 社  

 

３ 調査方法  訪問による聞き取り調査 

 

４ 回答率   １００％ （１００社）  

飯田商工会議所 中小企業相談所 
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この調査は、平成２７年度から調査対象企業数を増やし、５業種（卸・小売業、建設業、製造

業、宿泊・飲食業、サービス業）における最近３ヶ月の状況（前年同期と比較した状況、３ヶ月

後の予想など）について、訪問面接により聞き取り調査をしておりますが、令和３年１０月分

は１００社へ訪問した結果です。 

 

 

 

◆ お問い合わせ先 

                飯田商工会議所 中小企業相談所 

                  TEL：０２６５－２４－１５００ 
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令和４年１月分（令和３年１０～１２月対象）の景気動向 

 

 

売上については、前回調査から大きく改善し、プラスとなりました。9 月末に緊急事態宣言

が解除となり、コロナの感染状況も落ち着いてきたことで経済活動が動き出したことが主な要

因と思われます。 

今後の見込みについては、オミクロン株の感染拡大による、長野県でのまん延防止等重

点措置の発出の影響もあり、40 ポイント近いマイナスとなっております。 

コストの状況については、前回調査時と同様に原材料を始め、多くのものが値上がりし、

上昇回答は、前回比で 16 ポイントのプラスとなりました。人件費では、最低賃金の改定等に

よる影響もあり、上昇回答が 8 ポイントプラス、その他経費では、輸送コスト等を中心に上昇

回答が多く挙げられ、21 ポイントのプラスとなり、影響が多くの業種に及んできている状況が

窺えます。 

また、今回調査では、原材料不足・原油高騰への対応状況についても聞き取りをしており

ますが、対応出来ているとの回答は 14％という結果となり、価格転嫁を始めとした対応がま

だ出来ていない状況が見られました。 

経営課題については、「原材料・仕入高」が前回同様に最多回答となり、変わらず影響の

大きさが窺えます。 

コロナからの回復状況では、全体の 75％が 6 割以上の回復もしくはコロナ前を上回ってい

るという結果となりました。 

2022 年の見通しについては、現状と変わらないとの回答が約 6 割を占め、感染の拡大が

見られるオミクロン株の状況も加味し、慎重な見方が多いという状況が窺えました。 

2022 年に注目・関心の高い項目や取り組みについては、こちらも現在の感染拡大を受け

コロナ対策が最多回答となりました。次いで、リニア関連となり、当地域でも関連する工事等

も進んできており関心が高まってきている状況が窺えました。 

この 1 年間、重点をおいて取り組む事項については、販路拡大・開拓が最も多く、次いで人

材確保、生産性向上、人材育成と続く結果となり、ＩＴ・ＤＸ化や SDGｓといったことの取り組み

の前に、まず地盤を固めるという傾向が見られました。 
 

 

 

業種別の状況は、卸・小売業ではコロナが落ち着いてきたこと、また正月需要等によりプ

ラスとなりました。建設業では、コロナの影響で止まっていた工事の再開やリニア関連での

需要増もありプラス。製造業では、半導体関係で継続して好調な状況があることや大口の

受注が出てきていること、また伝統産業の水引・食品製造関係で大幅なプラスとなり、全体

では 30 ポイント以上のプラスとなりました。宿泊・飲食業においては、コロナが落ち着き、宴

会や忘年会の開催も見られ大幅なプラスとなりました。サービス業については、微増という

結果となりました。今後の見込みについては、多くの業種で減少回答が上回る結果となり

ましたが、その中でお練りまつりなどイベントの開催や再開の効果に期待する声も聴かれ

ました。 

１ 総  論 

２ 売 上 
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【主なコメント】 

◆増加・減少要因 

・スポット受注あり－卸・小売 

・リニア関連工事による増加－建設 

・商品によって増減の差がある－製造 
・コロナが一時落ち着き増加－宿泊・飲食 

・ガソリン高騰の影響を受け減少－サービス 

◆今後 3ヶ月予想 

 ・オミクロン株の感染状況により変わる－卸・小売、製造・宿泊・飲食・サービス 
 ・お練り効果に期待－卸・小売 
 ・悪天候による現場の遅れが他工事に影響する懸念あり－建設 
 ・半導体不足による生産調整が懸念される－製造 
 ・コロナの再拡大により悪化見込み－宿泊・飲食 
 ・イベントが開催され出し、増加傾向－サービス  

 

 

 

原材料については、前回から更に上昇回答が増加しており、メーカーの値上げ等、全て

の業種において影響があるという状況です。人件費では最低賃金の引上げによる影響も

ありますが、従業員の増員や残業増加・昇給という回答もあり、受注増など回復も見え始

めてきている状況が窺えました。その他経費では、原材料と同様に前回から引き続き、燃

料費関係での影響が多く聞かれました。 

【主なコメント】 

◆原材料 

・メーカーの値上げによる上昇－卸・小売、建設、製造宿泊・飲食、サービス 
・部材の入荷がされない－建設、製造 

 
◆人件費 

・最低賃金・ベースアップによる上昇－卸・小売、宿泊・飲食、サービス 
・従業員増員による上昇－建設、製造、宿泊・飲食、サービス 
 

◆その他経費 

・燃料費、運賃の値上がり－卸・小売、建設、製造、宿泊・飲食、サービス 
・紙類・光熱費・原油価格の上昇・高騰－卸・小売、建設、製造、宿泊・飲食、サービス 

 

 
 

 資金繰りでは「最近改善」が 4％増加した一方で、「最近苦しい」との回答も 5％増加してお

り、「引き続き苦しい」との合計は前回とほぼ変わらず、業種等によりまだまだ回復までに時

間かかる状況であることも窺えました。 
 

 

前回に引き続き、原材料・仕入高が最多回答となり、全業種にて原材料等の高騰に対する

価格転嫁や収益の減少が課題であり、今後どこまで影響が続くかが心配される状況です。ま

た、人手・技術者不足についても継続して多くの回答があり、仕事があっても人手が足りず残

業代等のコスト上昇や海外からの入国制限による影響が挙げられました。 

３ コスト状況 

５ 経営課題 

４ 資金繰り 
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【主なコメント】 

・人材不足による残業等コストの増加－卸・小売 
 ・遠方での仕事の際の自社軽費負担が心配－建設  
 ・採用募集をかけても人が来ない、入国制限による人材不足－製造 
 ・デジタル化、ＳＤＧｓ、紙削減による影響－サービス  

 

 

 

 コロナ前からの回復状況では、昨年末の時点では全体の約 3/4 が、60 以上回復もしくはコ

ロナ前より増加という結果となりました。業種別では宿泊・飲食を除く 4 業種でコロナ前より増

加との回答が見られ特需等の状況が窺えました。一方で人流の減少の影響を受けやすい宿

泊・飲食では 60 以下の回答が全体の約 7 割を占め、引き続き厳しい状況が窺えました。 

2022 年の見通しでは、好転と悪化の差は業種により様々であり、またオミクロン株などの

変異株による影響が未知数であることから、回答が難しく、現状と変わらないとの見方が増

えていると考えられます。 

2022 年に注目・関心の高い項目や取り組みについては、コロナ対策が最多回答となりまし

たが、対面となる場面の多い宿泊・飲食、サービス業において多くの回答がありました。2 番

目のリニア関連では直接・間接も含め関係のある建設業で最多回答となり、3 番目の SDGｓ

では業界としての要請等があるなどで製造業、卸・小売業で最多回答となりました。 

また、その他の回答では大学学部誘致、お練りまつり、アフターコロナ、脱コロナといった意

見も挙げられております。 

この 1 年重点をおいて取り組む事項については、販路拡大・開拓の回答が卸・小売、製造

業、宿泊・飲食業において多く聞かれ全体の最多回答となりました。次いで、人材確保が全

体の 2 番目、生産性向上が 3 番目、人材育成が 4 番目と上位に挙がっており、採用が難し

い状況が窺える中で、いかにして人員確保をしていくか、また人材育成等により、生産性の

向上、収益の確保をしていくことへ重点をおくという状況が窺えました。 

【主なコメント】 

◆2022 年の見通し 

 ・変異株の拡大状況次第－製造・宿泊・飲食 
  
◆2022 年に注目している、関心が高い項目 

・オリジナル商品開発の為の企業連携－卸・小売 
・大学学部誘致、誘致による需要増加－卸・小売、製造 
・アフターコロナ関連－建設 
・お練りまつり、コロナ禍での人流の状況、脱コロナ－製造 
・飯田の食文化をいかに守っていくか－宿泊・飲食 
・消費者がどのような状況になれば出掛ける気持ちになるか－サービス 

 
◆この 1年、重点をおいて取り組む事項は？ 

・輸出制限への対応－卸・小売 
・経費見直し、脱炭素の取組み－製造 

 ・組織づくり、評価制度導入－宿泊・飲食 
  
◆その他 
・お練りまつりフォトコンテストをやって欲しい－卸・小売 
・商品券や売り出しが重複して開催されると処理が煩雑になってしまう－卸・小売 

６ コロナからの回復状況および 2022 年の見通し等について  
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・仕事はあるが人手が足りない－建設 
・いかに良い人材を確保するか、長く勤めてもらえるかが問題。・機械がやる仕事ではないので 
経験が必要、人材確保が一番大事－建設 

 ・全業種対象の助成金を増やして欲しい、給付金を出してもらいたい－建設、サービス 
 ・先の見通しが本当に立たない－製造 
 ・国は全てが大企業中心だと思う。会議所は中小企業を守るべくもっと声を上げても 

良いと思う－サービス 

 

景気動向調査集計結果 

 

Ⅰ 売上・受注高 

 ■ 最近３か月、前年同期と比べて及び今後３か月の予想 
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増加

25%

変わらない

56%

減少

19%

手持現場数

増加

19%

変わらない

50%

減少

31%

受注総額

19%

62%

13%

6%
6%

44%
25%

25%

官民別

増加 変わらない

減少 扱いなし

％ 

（建設業） 

予想 

予想 

％ 

内円：民間 

外円：公共 
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出来ている

17%

出来ていない

47%

影響なし・

無回答等

36%

製造
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14%

出来ていない

48%

影響なし・

無回答等

38%

全業種

出来ている

12%
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無回答等

25%

建設
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44%
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卸・小売
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13%
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31%
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56%

宿泊・飲食 出来ている

6%

出来ていない

56%

影響なし・

無回答等

38%

サービス

Ⅱ コストの状況 －前年同期と比べて－（全業種）              

 

 

  

※原材料不足・原油高騰対応状況 
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R2.10

R3.1

R3.4

R3.7

R3.10

R4.1

原材料

上昇 変わらない 低下

19%

17%

18%

16%

21%

29%

70%

71%

79%

80%

75%

67%

11%

12%

3%

4%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2.10

R3.1

R3.4

R3.7

R3.10

R4.1

人件費

上昇 変わらない 低下

8%

4%

8%

4%

100%

100%

92%

96%

92%

96%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2.10

R3.1

R3.4

R3.7

R3.10

R4.1

下請単価

上昇 変わらない 低下

14%

12%

18%

27%

33%

54%

66%

80%

74%

66%

60%

43%

20%

8%

8%

7%

7%

3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2.10

R3.1

R3.4

R3.7

R3.10

R4.1

その他経費

上昇 変わらない 低下
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原材料・仕入高

顧客の減少

受注量、商品単価の低下

人手不足・技術者不足

燃料・配送コスト上昇

採算悪化

競争・競合の激化

取引先の減少・撤退

店舗や設備の老朽化

資金繰りの悪化

人件費負担の増大

諸経費の増加

従業員過剰

仕入れ方法・在庫過多

設備不足

代金回収難

取引先からの要求

その他

38

32

24

22

17

14

13

12

11

10

8

6

3

2

2

2

0

8

4%

6%

4%

4%

2%

最近改善

6%

5%

10%

16%

13%

11%

良好

9%

52%

52%

48%

59%

60%

変わらない

59%

29%

24%

29%

22%

26%

引続き苦しい

20%

10%

8%

3%

2%

1%

最近苦しい

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R2.10

R3.1

R3.4

R3.7

R3.10

R4.1

原材料・仕入高

顧客の減少

人手不足・技術者不足

燃料・配送コスト上昇

諸経費の増加

競争・競合の激化

人件費負担の増大

店舗や設備の老朽化

受注量、商品単価の低下

採算悪化

取引先の減少・撤退

資金繰りの悪化

仕入れ方法・在庫過多

取引先からの要求

代金回収難

設備不足

従業員過剰

その他

58

31

30

29

21

14

11

11

10

9

6

6

3

2

2

1

0

5

Ⅲ 資金繰りの状況 －前年同期と比べて－（全業種）          

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 経営上の課題（全業種） 

 

【 R4.1 】                         【 R3.10 】 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３つまでの複数回答 
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0～20
3%

21～
40…

41～60
14%

61～80
28%

81～100
36%

101以上

11%

全業種

61～80
25%

81～100
62%

101以上

13%

卸・小売業

21～40
12%

41～60
13%

61～80
31%

81～100
25%

101以上

19%

建設業

0～20
5% 21～40

6%
41～60

6%

61～80
33%

81～100
36%

101以上

14%

製造業

21～40
25%

41～60
44%

61～80
25%

81～100
6%

宿泊・飲食業 0～20
6%

41～60
19%

61～80
19%

81～100
50%

101以上

6%

サービス業

好転

23%

現状と変わらない

59%

悪化

16%

その他

2%

全業種

好転

12%

現状と変わらない

69%

悪化

19%

卸・小売業

好転

19%

現状と変わらない

56%

悪化

25%

建設業

好転

30%

現状と変わらない

53%

悪化

17%

製造業

好転

19%

現状と変わらない

56%

悪化

12%

その他

13%

宿泊・飲食業

好転

25%

現状と変わらない

69%

悪化

6%

サービス業

Ⅴ コロナからの回復状況および 2022 年の見通しについて 

（１）現状の回復状況について（コロナ前を 100 とした場合、売上ベース） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）2022 年の見通しについて 
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0 10 20 30 40 50

コロナ対策

リニア関連

SDGｓ

雇用関連

三遠南信関連

ＩＴ関連

企業連携

海外情勢

税制・民法改正

脱炭素

特に無し

その他

43

29

25

15

14

12

11

11

7

6

9

8

全業種

0 5 10 15

コロナ対策
リニア関連

SDGｓ
三遠南信関連

雇用関連
IT関連

企業連携
海外情勢

税制・民法改正
脱炭素

特になし
その他

4
5

6
2
2

0
5

2
1
1

2
1

卸・小売業

0 5 10 15

コロナ対策
リニア関連

SDGｓ
三遠南信関連

雇用関連
IT関連

企業連携
海外情勢

税制・民法改正
脱炭素

特になし
その他

4
8

1
4
4

1
1
1

0
0

1
1

建設業

0 5 10 15

コロナ対策
リニア関連

SDGｓ
三遠南信関連

雇用関連
IT関連

企業連携
海外情勢

税制・民法改正
脱炭素

特になし
その他

13
5

14
3

4
5

2
7

4
5

4
3

製造業

0 5 10 15

コロナ対策
リニア関連

SDGｓ
三遠南信関連

雇用関連
IT関連

企業連携
海外情勢

税制・民法改正
脱炭素

特になし
その他

12
7

0
3

2
1

2
0
0
0

1
2

宿泊・飲食業

0 5 10 15

コロナ対策
リニア関連

SDGｓ
三遠南信関連

雇用関連
IT関連

企業連携
海外情勢

税制・民法改正
脱炭素

特になし
その他

10
4
4

2
3

5
1
1

2
0

1
1

サービス業

（３）2022 年に注目・関心の高い項目や取り組みは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※３つまでの複数回答 
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0 10 20

販路拡大・開拓
人材確保

生産性向上
新商品・サービス開発

人材育成
新分野進出・事業再構築

資金繰り・財務対策
働き方改革

事業承継
IT活用・DX化

設備投資
SDGｓ

脱炭素
BCP策定等

その他
特にない

9
2

5
6

4
4
5

2
1
1

0
1

0
0
1

0

卸・小売業

0 10 20

販路拡大・開拓
人材確保

生産性向上
新商品・サービス開発

人材育成
新分野進出・事業再構築

資金繰り・財務対策
働き方改革

事業承継
IT活用・DX化

設備投資
SDGｓ

脱炭素
BCP策定等

その他
特にない

2
9

7
0

6
0
1

3
1
1
1
2

0
0
0
1

建設業

0 10 20

販路拡大・開拓

人材確保

生産性向上

新商品・サービス開発

人材育成

新分野進出・事業再構築

資金繰り・財務対策

働き方改革

事業承継

IT活用・DX化

設備投資

SDGｓ

脱炭素

BCP策定等

その他

特にない

19
9

13
10

9
8

2
1

5
2

4
1

2
0

1
2

製造業

0 10 20

販路拡大・開拓
人材確保

生産性向上
新商品・サービス開発

人材育成
新分野進出・事業再構築

資金繰り・財務対策
働き方改革

事業承継
IT活用・DX化

設備投資
SDGｓ

脱炭素
BCP策定等

その他
特にない

7
5

1
6

2
1

5
0

3
1

3
0
0
0
1

0

宿泊・飲食業

0 10 20

販路拡大・開拓
人材確保

生産性向上
新商品・サービス開発

人材育成
新分野進出・事業再構築

資金繰り・財務対策
働き方改革

事業承継
IT活用・DX化

設備投資
SDGｓ

脱炭素
BCP策定等

その他
特にない

4
6

2
2

5
1
2

6
0

4
1
1

0
1

0
0

サービス業

（４）貴社がこの 1 年間、重点をおいて取り組む事項は？ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 10 20 30 40 50

販路拡大・開拓
人材確保

生産性向上
人材育成

新商品・サービス開発
資金繰り・財務対策

新分野進出・事業再構築
働き方改革

事業承継
ITの活用・DX化

設備投資
SDGｓ

脱炭素
BCP策定等

特にない
その他

41
31

28
26

24
15
14

12
10
9
9

5
2
1
3
3

全業種
※３つまでの複数回答 


